
















Contingency, Arbitrariness, and Pareto Efficiency







































































































4 4 4 4 4
にもなっていて，「自
明の正しさ」を持つ，と表現されている。ここに謂う所の結果の平等

































































理性を帯びているのを知ることができる，とするロールズの主張［Rawls, J. 1971: 




























































































































































































































































論」とは理論志向を異にする，と捉えられている［Rawls, J. 1971: 119‒120］。とはいえ，格差
原理に関する説明の中には，バリーによって整理されるようなパレート流議論が，繰り返し入
り込んでいる［Rawls, J. 1971: 76‒77, 78, 150‒151, 156‒157, 285‒286］のを知ることができる。
２） この点をコーエンは，ここで取り挙げている彼自身の論文の中で明確に指摘している










殊な用語が，刷新された意味を込められた「機会の平等」equality of opportunity (in the very 
strong sense)［Barry, B. 1989: 217‒225］なのだ。（バリーによって意味上の刷新をもたらされる
ことになった「機会の平等」のことを，コーエンは true equality of opportunityもしくは full 





























ている」He (=Rawls) is saying that everything about the sources of differential occupational achieve-









































［Cohen, G. A. 1995: 169‒172］。
11） そのことを確認できるコーエンの著作としては，［Cohen, G. A. 1995］のほかに［Cohen, G. 
A. 1992］，［Cohen, G. A. 2000］，［Cohen, G. A. 2008 part1］を挙げておこう。
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